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プレゼンテーション (発表)

文書作成 (文献の参照)



プレゼンテーションに求められるもの

•丁度よい長さ
• (発表時間は自分で決められない)

•自信のある態度
•聴衆を見て話す

•自分の言葉で



プレゼンテーション

1. グループ中1名の端末を使用する

2. 最終スライドをダウンロード

3. 指定された発表順に
• 3分間で発表する
終わったら次の発表者のスライドを開いておくこと

• 発表の評価をする
感想には「ちゃんと聴いていたこと」の証拠となるように

※発表者がいない場合は順番を繰り上げる

※全員発表を終えてしまった場合は静粛に待つ



課題: 文書作成

•手順
1. 文書作成フォルダのアーカイブ(.zip)ファイルを作る

Finderでグラフ作成を行ったtheme2-writingフォルダを右クリック
し「theme2-writingを圧縮」を選ぶ

2. theme2-writing.zipという名前のアーカイブができるので、OCW-i
の課題画面から提出する。

•期限 8月9日(金)

•これが最終提出物→ 成績評価に反映



LaTeXによる文書作成

解説予定

•段落

•数式

•図、表、参照

•文献と引用



科学技術文書における文献の参照

“If I have seen further, it is by standing 
on the shoulders of giants.” 

(Isaac Newton, 1675)

https://digitallibrary.hsp.org/index.php/Detail/objects/9792

https://digitallibrary.hsp.org/index.php/Detail/objects/9792


文献の参照方法の実際

•本文中で誰々の何々についての研究について触れる

•論文の末尾で出典を示す





J Cell Biol. 1992 Oct 2; 119(2): 301–311



Nature, Vol.556, April 2018



LaTeXによる文書作成

LaTeX
ファイル

文書
ファイル
(PDF)

pLaTeX
テキスト
エディタ

PDF閲覧
ソフト

編集

閲覧

文献
データ
ベース

(references.bib)

テキスト
エディタ

編集

pBibTeX

参照データ
参考文献
ファイル

BibDesk

画像
ファイル

...今までに数々の研究がなされている。
＼cite{kleinberg-1999-authoritative-sources-in-a-hyperlinked-environment,...}...
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文献データベースの管理

• BibTeXファイルはテキストエディタで編集できる

•便利な編集ソフトウェアもある
• BibDesk (教育用環境に導入済み)

• Mendeley

• EndNote

•便利な機能
• 「コピー」すると＼citeコマンドになる

• LaTeX/BibTeX以外で論文を書く場合にも使用可能なものも

• PDFファイルの整理や文献検索エンジンとの連携


